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農機の自動走行

○ GPS等の衛星測位情報を活用した運転アシスト装置の導入が進んでいる。

○ ①2018年までにほ場内での農機の自動走行システムを市販化すること、②2020年まで
に遠隔監視で無人システムを実現することを目指し研究開発等を推進中。

①運転アシスト装置の普及

②2018年の自動走行システム市販化に向けた動き

③2020年の無人システム実現に向けた研究等の動き

・農業機械の自動走行に関する安全性確保ガイドラインを29年３月に策定
・(株)クボタが６月から試験販売を開始。ヤンマー(株)、井関農機(株)も
2018年中の市販化を発表。

・実用化に向け、人検知技術の評価手法の開発に着手
・全国普及に向け、準天頂衛星に対応した安価な受信機を開発中

第三者と
の接触!?

検知して
停止

目標

【２０１８年まで】
有人監視下でのほ場内
の自動走行システムを
市販化

【２０２０年まで】
遠隔監視下での無人シ
ステムを実現

「未来投資に向けた官民対話
（平成28年3月４日）」におけ
る安倍総理からの指示事項

・北海道を中心に直進アシスト装置が加速度的に普及
・トラクターや田植え機などアシスト装置を組込んだ農機も市販化
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三重県熊野市

中山間地域等の条件不利地域に対する特別の対策の必要性
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○中山間地域の概要（平成27年）

区 分 単位 全 国

（A）

中山間
地域
（B）

割合(％)

（B／A）

①総面積 千ha 37,185 27,307 73.4

②耕地面積 千ha 4,496 1,824 ※ 40.6 

③林野面積 千ha 24,801 21,698 87.5 

④総農家数 千戸 2,155 942 43.7 

⑤販売農家数 千戸 1,330 560 42.1 

⑥農業産出額 億円 88,632 35,747 ※ 40.3

資料：農林水産省「2015年世界農林業センサス」（組替）（①、③、④、⑤）
農林水産省「耕地及び作付面積統計」（②）
農林水産省「生産農業所得統計」（⑥）

注．1)「②耕地面積」、「⑥農業産出額」の中山間地域の値は、農林水産省農村振興局
が推計

2)①、③、④、⑤は、平成25年３月改正の農業地域類型区分を使用。
3)①、③の全国値は、旧市区町村結果の合計である。

中山間地域は、耕地面積や農業産出額の約４割を占めるなど、食料の安定供給の確保と多面的機能の
観点から重要な地域。

都市的地域
人口密度が500人/k㎡以上、DID面積が可住地の５％以
上を占める等都市的な集積が進んでいる旧市区町村

平地農業地域
耕地率が20％以上、かつ、林野率が50％未満又は50％
以上であるが平坦な耕地が中心の旧市区町村

中間農業地域
平地農業地域と山間農業地域との中間的な地域であり、
林野率は主に50％～80％で、耕地は傾斜地が多い旧市
区町村

山間農業地域
林野率が80％以上、かつ、耕地率が10％未満の旧市区
町村

【参考】農林統計に用いる農業地域類型（要約）

注１：DID（人口集中地区。Densely Inhabited District）：人口密度約4,000人／k㎡
以上の国勢調査基本単位区がいくつか隣接し、合わせて人口5,000人以
上を有する地域。

注２：旧市区町村：昭和25年２月１日時点の市区町村。
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約646万トン

資料：WFP, 総務省人口推計(27年度)

約357万トン

事業系

日本の「食品ロス」

国民１人１日当たり食品ロス量

約139ｇ

※ 茶碗約1杯の
ご飯の量に相当

家庭系

約289万トン

国連WFPによる世界全体の
食料援助量(2015年)

約320万トン

（参考）日本の食品ロスの状況
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○ 昆虫の食料・飼料としての利活用に関し、2013年にFAO（国連食糧農業機関）が報告書「Edible 
Insects」を発表。その中で、将来的な食糧問題への対策の一つとして食用昆虫の飼育を提案。

○ 世界では、既に1900種類以上の昆虫が食用に供されているが、ヨーロッパや米国でも食用の昆虫
ビジネスが萌芽しつつあり、飼料の分野でもアメリカミズアブの幼虫をさけます類の飼料に使用する
事例などが登場。

○ 今後、我が国においては、心理的抵抗が予想される食用や大豆をタンパク源として飼養できている
家畜飼料用はさておき、特に魚粉高騰に直面する水産養殖向けの飼料用としての利活用が強く期待さ
れるところ。

【FAO「Edible Insects」（2013年）のポイント】
・ 昆虫は、2030年に90億人を養わなければならない中

で、飼料や食糧問題に対する有望な食材。

※ 世界では1900種類以上の昆虫が食べられている
（一部データでは甲虫類31％、毛虫・イモムシ類
18％、ハチ14％、バッタ類13％など）。

・ 昆虫は変温動物なので飼料効率が高い。

※ 1キロの肉を得るために必要な飼料は、牛11kg、
豚7kg、鶏肉4kg、卵3kg、ブリ・マダイ3kgに対し
昆虫は2kgと最小

・ 昆虫は生活廃棄物をエサにし、家畜飼料に活用でき
る高級なタンパク質に転換できる。

・ 昆虫は家畜ほどに水を必要としない。

・ 昆虫はタンパク質や脂肪、微量栄養素を多く含み栄
養価も高い。

・ 今後10年間のうちに水産養殖や養鶏の飼料として普
及する可能性。

【昆虫の食料・飼料としての利用例】
・ ヨーロッパでは昆虫食ビジネスが広がりをみせ、食
用コオロギのクッキーなども登場。米国でもコオロギ養
殖ベンチャーや昆虫のプロテインバーも登場。

・ 飼料の分野では、アメリカミズアブの幼虫をさけます
類の飼料に使用したり、南アフリカでイエバエの幼虫
を原料とした飼料成分を生産販売する会社が登場。

・ 我が国においても、愛媛大学とベンチャー企業がイ
エバエのさなぎを魚粉と混ぜてマダイに与える研究を
実施。また、JIRCAS（国際農林水産業研究センター）
がラオスにおいて、アメリカミズアブの幼虫を混入した
えさにより在来魚を飼育する試験を実施。

【フランスの食用コオロギのクッキー】
（提供：BigLife21）

【米国の昆虫タンパクのプロテインバー】

（参考）昆虫の食料・飼料としての利活用


